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２．まちづくりの主要課題 

以下の４つの視点から南丹市におけるまちづくりの主要課題を整理します。 

視  点 内  容 

現況から得られる問題・課題 ・人口や産業などの現況データから得られる課題を整理 

これまでの計画におけるまち

づくりの課題 

・合併前に策定された園部町、八木町の都市計画マスタープラ

ンにおける課題を整理 

アンケート結果から得られる

課題 

・本計画の実施にあたって行った市民アンケート調査結果か

ら、まちづくりに関する課題を整理 

社会情勢から考慮すべき課題 
・国土形成計画（平成 20 年７月閣議決定）を参考に、これか

らのまちづくりに求められる課題を整理 

 

(1)現況から得られる問題・課題 

 

現  況 考えうる問題・課題 

・死亡数が出生数を上回る自然減に

より減少傾向（国勢調査） 人
口 ・高齢化の進行（京都府平均に比べ

ても高齢化率は非常に高い） 

・今後もさらに人口減少と少子高齢化が進行するこ

とが予測される 

・第二次産業の従業者数、製造品出

荷額等は増加傾向 

・企業が立地しやすい環境の整備 
産
業 

・商店数、商品販売額は減少傾向 ・身近な商業サービスが不足 

・自動車交通量は増加傾向 ・道路の安全性・利便性の向上 

・ＪＲ山陰本線の利用者は増加傾向 ・ＪＲ山陰本線の完全複線化（園部以北）の促進 
交
通 ・市営バス、民間バスの他、民間へ

の委託によりコミュニティバス、

スクールバスを運行 

・利用者のニーズにあったバスルート、運行本数等

の見直し 

・都市計画道路の改良率 68.9％ 

（うち幹線街路は 54.2％） 

・幹線街路の整備が進んでいない 
都
市
施
設 

・都市計画公園・緑地の供用率は

77.7％ 

・身近な公園が不足する地域がある 

・平成 19 年に吉富地区を市街化区

域に編入 

・市街化に向けた取り組みが進んでいない 
土
地
利
用 

・土地区画整理事業は、内林町地

区、本町地区の２箇所で事業中 

・事業の円滑な推進 

・京都新光悦村を分譲中 ・企業の誘致、小規模宅地の分譲等が進んでいない

・日吉ダム周辺は、温泉施設などの

リゾートゾーンとして整備 

・地域活力の維持・向上への活用 

・美山地区のかやぶきの里は国の重

要伝統的建造物群保存地区に指定

・優れた景観の保全 

・地域活力の維持・向上への活用 

そ
の
他 

・平成 18 年 1 月に合併して南丹市

が誕生 

・合併に伴う公共公益施設の統廃合、役割分担 

・一体性の確保 
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(2) これまでの計画におけるまちづくりの課題 

① 園部町都市計画マスタープラン（平成 15 年策定） 

都市機能 

・中心市街地での拠点にふさわしい活力のある商店街の形成や居住環境の整備 

・ＪＲ園部駅東口での道路整備と一体となった面的整備 

・新都市機能ゾーンと位置づけられている京都縦貫自動車道園部ＩＣ周辺地区で

の開発整備 

・北部の新都市機能ゾーンと中心市街地、ＪＲ園部駅周辺地区及び横田地区・小

山東町地区等面的整備が実施された地区によって形成される市街地南部との連

携 

土地利用 

市街地整備 

・市街化調整区域における秩序ある土地利用の展開 

・京都新光悦村の建設に伴う新駅の計画、西本梅地域の都市計画区域外での土地

利用の誘導 

・京都新光悦村の建設促進、内林町土地区画整理事業、新たな市街地の開発・形

成 

・中心市街地の整備改善、商業活性化、利便性や集客性、快適性のある都市空間

の形成 

・ＪＲ園部駅西口における商業施設の立地、コアゾーンの形成 

・ＪＲ園部駅東口における駅前広場の整備、府道園部停車場線の拡幅改良に伴う

面的整備 

公園 ・緑の基本計画に沿った公園緑地整備及び緑化推進 

住宅 ・市街地における良好な住宅供給の促進 

道路 

・京都縦貫自動車道園部以北の 4車線化、丹波綾部間の事業促進 

・国道・府道の未整備区間の整備促進 

・町中心部での都市計画道路の整備 

公共交通 

機関 

・京都～園部間の複線化の促進、ＪＲ園部駅及び周辺における交通

施設のバリアフリー化の促進 

・京都新光悦村の建設に併せた新駅設置を促進 

・バス路線の路線・運行回数の確保と充実 

・通学路を中心とした歩道設置等の交通安全対策の充実 

都市基盤・ 

都市環境 

水資源・ 

上下水道 

・治水 

・船岡浄水場の整備、老朽施設・管路の整備 

・汚水は施設整備が完了し供用が開始された地区から家庭と下水道

との接続を推進 

・下水道（雨水）施設の整備推進とともに、市街地の雨水排水対策

として、天神川放水路、放流先下流河川の整備を推進 

 

② 八木町都市計画マスタープラン（平成 10 年策定） 

・豊かな自然環境の中で、人びとの本当の心満たされた生活の場を提供していくこと 

・若年層への魅力を高めていくこと 

・訪れる人にとっても心のやすらぎを提供できる環境を整えること 

・環境との調和、高齢化社会の到来、防災意識の高まり等に対し、まちづくりの中で配慮して

いくこと 

・適正な将来人口の想定のもと、それに対応した将来の市街地規模を設定すること 

・市街地部以外での地域での活力を維持・発展させていくこと 

・快適な生活を提供できる都市基盤施設、生活基盤施設を整えていくこと 

・広域道路交通網の整備がまちに与える影響を活用していくこと 

・必要な産業基盤を整えていくこと 

・「農村田園文化」を継承し、それを活かしたまちづくりを進めていくこと 

・複合安定経営を目指し、農業を振興していくこと 
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問6．目指す将来像
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01.水や緑が身近にあり、生活環境にうるおいが感じられる

まち

02.子育て環境や医療・福祉サービスが充実した暮らしやす

いまち

03.農地や山林が保全され、農林業に活力のあるまち

04.工場や流通・研究開発施設など、働く場所がたくさんあ

るまち

05.店舗や事務所などが多く、商業に活力があるにぎやか

なまち

06.心が落ち着く街並みがあり、美しい風景が残るまち

07.歴史や文化を大切にし、芸術活動などが盛んなまち

08.市民が南丹市に愛着を感じ、市民の主体的なまちづくり

活動が活発なまち

09.京都縦貫自動車道などの交通の利便性を活かして、周

辺市町などから広域的に人が集まる施設が多くあるまち

10.その他

00.無回答

問7.旧４町の中心部のあり方
（地域区分別構成比）

55.5%

30.8%

8.7%

1.9%

61.7%

21.9%

12.1%

1.4%

59.5%

28.6%

7.7%

2.7%

47.2%

42.2%

5.3%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

01.南丹市の中心拠点として、
それぞれの特色に配慮しながら

各地区のまちづくりを積極的に進める

02.現在の機能を維持することを基本として、
地区間を連絡する道路整備などを進め、

各地区のつながりを強める

03.分散する各地区のいずれかに
機能を集約させ、南丹市の中心拠点として

育成していく

04.その他

全体

市街化区域

市街化調整区域

都市計画区域外

問8.土地利用の方針（地域区分別構成比）

35.3%

22.6%

10.6%

38.3%

24.5%

31.1%

40.2%

36.6%

9.9%

3.9%

40.1%

23.3%

13.0%

36.0%

28.5%

32.9%

34.6%

33.1%

7.5%

2.9%

41.8%

29.5%

11.4%

33.6%

26.4%

25.0%

39.1%

38.2%

10.9%

4.5%

25.2%

16.9%

7.3%

44.2%

17.9%

34.6%

47.8%

40.2%

12.0%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

01.まちの拠点機能を高めるため、主要な駅
（園部、八木、吉富、日吉など）の周辺に商業
施設をはじめとする多様な都市機能を誘導する

02.人口の増加を促進するため、
新しい住宅地を整備する

03.京都縦貫自動車道インターチェンジ周辺で、
交通利便性を活かした開発を進める

04.産業を活性化し雇用の場をつくるため、
工場や企業の誘致を進める

05.自動車での買い物がしやすいように、
国道９号などの幹線道路の沿道に

ショッピングセンターや飲食店を誘致する

06.既存の商店街の活性化を図り、
生活利便性を高める

07.周囲の山並みや一団の農地、
河川などの自然環境をできる限り保全する

08.生活道路や身近な公園の整備を進め、
身近な生活環境や暮らしやすさを高める

09.歴史・文化やレクリエーション拠点などの
整備やアクセス道路の整備を進める

10.その他

全体

市街化区域

市街化調整区域

都市計画区域外

(3) アンケート結果から得られる課題 

問６．目指す将来像 

・ソフトも含めた身近な生活環境

の充実、環境や景観の保全に対

する意識が高く、「暮らしやす

いまち」への要望が強いことが

うかがえます。 

・また、「市民の主体的なまちづ

くりが活発なまち」も多いこと

から、「市民主役のまちづく

り」に転換する意識が高いとい

えます。 

問７．旧４町の中心部のあり方 

・全体では「各地区のまちづくり

を積極的に進める」が半数以上

となっていますが、都市計画区

域外では「地区間を連絡する道

路整備などを進め、各地区のつ

ながりを強める」とほぼ同程度

となっています。 

・居住地により旧中心部について

の考え方が異なることがうかが

えます。 

問８．土地利用の方針 

・「自然環境の保全」、「生活環境

や暮らしやすさ」に関する意識

だけでなく、「拠点機能を高め

るための都市機能の誘導」、「工

場や企業の誘致」などの整備、

開発を伴う取り組みに対する意

識も高いといえます。 

・居住地により土地利用について

の考え方が異なっており、都市

計画区域外では、自然環境の保

全や身近な生活環境、工場や企

業の誘致についての意見が多く

なっています。 

 

01.水や緑が身近にあり、生活環境にうるおいが感じられ
るまち 

00.無回答

10.その他

02.子育て環境や医療・福祉サービスが充実した暮らしや
すいまち 

03.農地や山林が保全され、農林業に活力のあるまち 

04.工場や流通・研究開発施設など、働く場所がたくさん
あるまち 

05.店舗や事務所などが多く、商業に活力があるにぎやか
なまち 

06.心が落ち着く街並みがあり、美しい風景が残るまち

07.歴史や文化を大切にし、芸術活動などが盛んなまち

08.市民が南丹市に愛着を感じ、市民の主体的なまちづく
り活動が活発なまち 

09.京都縦貫自動車道などの交通の利便性を活かして、周辺
市町などから広域的に人が集まる施設が多くあるまち

01.南丹市の中心拠点として、それぞれの特
色に配慮しながら各地区のまちづくりを
積極的に進める 

02.現在の機能を維持することを基本とし
て、地区間を連絡する道路整備などを進
め、各地区のつながりを強める 

03.分散する各地区のいずれかに機能を集約
させ、南丹市の中心拠点として育成して
いく 

04.その他

01.まちの拠点機能を高めるため、主要な駅（園
部、八木、吉富、日吉など）の周辺に商業施
設をはじめとする多様な都市機能を誘導する

02.人口の増加を促進するため、新しい住宅地を
整備する 

03.京都縦貫自動車道インターチェンジ周辺で、
交通利便性を活かした開発を進める 

04.産業を活性化し雇用の場をつくるため、工場
や企業の誘致を進める 

05.自動車での買い物がしやすいように、国道９
号などの幹線道路の沿道にショッピングセン
ターや飲食店を誘致する 

06.既存の商店街の活性化を図り、生活利便性を
高める 

07.周囲の山並みや一団の農地、河川などの自然
環境をできる限り保全する 

08.生活道路や身近な公園の整備を進め、身近な
生活環境や暮らしやすさを高める 

09.歴史・文化やレクリエーション拠点などの整
備やアクセス道路の整備を進める 

10.その他
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問13．公園緑地の整備方針
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01.日常的な憩いの場や子どもたちの遊び場となる身近な

公園を整備する

02.災害時の避難拠点にもなる比較的規模の大きな公園を

整備する

03.気軽に水と親しむことができる空間を整備する

04.山並みや里山の緑を楽しむことができる空間を整備する

05.プランターの設置や生け垣の整備など、住宅地の緑化を

推進する

06.街路樹の整備などによる道路や駅前広場、公共施設の

緑化を推進する

07.企業の協力を得ながら、工場や事業所の緑化を推進す

る

08.野菜や花を自分で栽培できる市民農園を整備する

09.その他

00.無回答

問16.まちづくり活動への興味
（年齢別構成比）

0.0%

14.7%

52.9%

29.4%

0.0%

0.0%

16.4%

58.9%

20.5%

1.4%

3.7%

23.1%

59.3%

7.4%

2.8%

7.9%

28.9%

50.0%

6.1%

4.4%

8.3%

32.7%

46.8%

9.0%

1.3%

13.6%

37.0%

38.9%

2.5%

3.1%

4.6%

21.3%

60.4%

3.8%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

01.すでにまちづくり活動に参加している

02.まちづくりの活動に興味があり、
今後は参加したい

03.まちづくり活動には参加できないが、
情報は知りたい

04.まちづくり活動には興味がない

05.その他

01.10歳代
02.20歳代
03.30歳代
04.40歳代
05.50歳代
06.60歳代
07.70歳以上

問17.市民主役のまちづくりの重要性
（年齢別構成比）

6.1%

39.4%

42.4%

12.1%

0.0%

14.1%

52.1%

25.4%

4.2%

4.2%

10.4%

51.9%

32.1%

3.8%

1.9%

7.2%

55.9%

31.5%

3.6%

1.8%

13.7%

51.6%

31.4%

2.6%

0.7%

5.7%

68.6%

22.6%

1.9%

1.3%

6.4%

64.1%

25.0%

4.1%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

01.今後のまちづくりは市民が主体となって進めるべき
だと思う

02.市民や企業、行政がともに話合いながら進めていく
べきだと思う

03.市民一人ひとりができるところから参加すべきだと
思う

04.まちづくりは行政に任せておけばよいと思う

05.その他

01.10歳代
02.20歳代
03.30歳代
04.40歳代
05.50歳代
06.60歳代
07.70歳以上

 

問 13．公園緑地の整備方針 

・「身近な公園の整備」、「山並み

や里山の緑を楽しむことができ

る空間の整備」に関する意識が

高く、「市民農園の整備」、「工

場や事業所の緑化の推進」、「住

宅地の緑化の推進」など、主体

的な取り組みを伴う意識はやや

低くなっています。 

 

問 16．まちづくり活動への興味、問 17．市民主役のまちづくりの重要性 

・まちづくり活動への興味については、60 歳代までは年代が高くなるに従って「興味があり、

今後は参加したい」という意識が強くなる傾向にあります。 

・市民主役のまちづくりの重要性についても、「まちづくりは行政に任せておけばよい」はごく

少数に留まっており、住民参加の必要性に関する意識は中高年層を中心に高いといえます。 

・今後は、こうした意識を若年層にも広げて、市民全体の意識として高めていくことが重要と考

えられます。 

 

 

01.日常的な憩いの場や子どもたちの遊び場となる身近
な公園を整備する 

02.災害時の避難拠点にもなる比較的規模の大きな公園
を整備する 

03.気軽に水と親しむことができる空間を整備する 

04.山並みや里山の緑を楽しむことができる空間を整備
する 

05.プランターの設置や生け垣の整備など、住宅地の緑
化を推進する 

06.街路樹の整備などによる道路や駅前広場、公共施設
の緑化を推進する 

07.企業の協力を得ながら、工場や事業所の緑化を推進
する 

08.野菜や花を自分で栽培できる市民農園を整備する 

09.その他

00.無回答

01.すでにまちづくり活動に参加して
いる 

02.まちづくりの活動に興味があり、
今後は参加したい 

03.まちづくり活動には参加できない
が、情報は知りたい 

04.まちづくり活動には興味がない 

05.その他 

01.今後のまちづくりは市民が主体となって進める
べきだと思う 

02.市民や企業、行政がともに話合いながら進めて
いくべきだと思う 

03.市民一人ひとりができるところから参加すべき
だと思う 

04.まちづくりは行政に任せておけばよいと思う 

05.その他
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(4) 社会情勢から考慮すべき課題 

時代の潮流 これからのまちづくりに求められる視点 

①持続可能な地域の形成 ・集約型都市構造への転換 

・既成市街地の再構築 

・地域雇用に密接する産業の活性化 

・美しく暮らしやすい農山村の形成及び中山間地の

役割の再認識 

・地域間の交流・連携や人の誘致・移動（二地域居

住、外部人材の活用） 

・条件の厳しい地域への対応 

②災害に強いしなやかな国土の形成 ・ハード・ソフト一体となった取り組み等減災の観

点重視 

・災害に強い土地利用への誘導 

・交通・通信網等の迂回ルート等の余裕性 

・避難誘導体制の充実など地域防災力の強化 

③美しい国土の管理と継承 ・人と自然が調和した循環と共生の重視 

・健全な生態系の維持・形成 

・個性豊かな地域文化の継承と創造 

・土地の地域経営の取り組み（エリアマネジメント

の視点） 

④「新たな公」を基軸とする地域づくり ・地縁型コミュニティ、ＮＰＯ、企業、行政等の協

働による居住環境整備等 

・地域の発意・活動による地域資源の発掘・活用等 

・維持・存続が危ぶまれる集落への目配りと暮らし

の将来像の合意形成 

・エリアマネジメントの促進 
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(5) まちづくりの主要課題 

南丹市は、京都府のほぼ中央に位置し、大半を丹波山地が占め、北部を由良川が、中・南

部を桂川が流れる恵まれた自然環境を有しており、これまで、山林・河川・田園風景などの

自然資源や交通環境のほか、付加価値の高い農業、高度医療の環境、多くの高等教育機関の

立地する学生のまち、特徴のある観光資源などを活かして、まちの活力向上に努めてきまし

た。 

今後は、大きく変革する社会情勢を的確に捉えつつ、市民が誇りと愛着を持って生活でき

るまちを計画的に整備していくことが重要です。恵まれた自然環境や歴史・文化資源を最大

限に活かし、市民と行政が互いに協力しながら、『森・里・街がきらめく ふるさと 南丹

市』を実現していくためのまちづくりの主要課題を整理すると以下のようになります。 

① まちの成長を支える計画的なまちづくりを進める必要がある 

今後の人口減少時代においては、地域の資源を活かした広域的な交流や連携、人の誘致・移

動などにより総合力を高めていく必要があります。 

このため、土地利用や道路整備のあり方など、南丹市の活力を高める都市整備を計画的に推

進するとともに、商業・業務、教育、医療・福祉などの多様な都市の機能を適切に誘導・強化

を図るなど、戦略的・効果的にまちづくりを進めていく必要があります。 

② 連携・交流型のまちづくりを進める必要がある 

南丹市は４つの町が合併したまちであり、府内では京都市に次ぐ広大な面積を有しています。 

このため、生活空間としての一体性の確保を図るとともに、それぞれが持つ貴重な資源を活

かしつつ、地域間の連携・交流により相乗効果を生み出していくことも大切です。 

旧町それぞれの地域資源を活かしつつ、地区間を連絡する道路整備などにより、連携・交流

型のまちづくりを進める必要があります。 

③ 暮らしやすさを実感できる生活満足度の高いまちづくりを進める必要がある 

今後も人口減少と少子高齢化の進行が予想される中、地域の活力を維持していくためには、

誰もが安心して住み続けることのできる環境づくりが必要です。 

多様化・複雑化する市民の価値観や生活スタイルにあった質の高い生活環境の整備・再編を

進め、誰もが住みたい、住み続けたいと思える、住みよい環境を次世代に継承していく必要が

あります。 

④ 身近な自然環境や歴史・文化資源、優れた景観などを活かしたまちづくりを進める必要がある 

南丹市は、市街地を縁取る山々をはじめ、国の重要伝統的建造物群保存地区に指定されてい

るかやぶき民家群、一級河川桂川や由良川などの河川景観、豊かな田園風景が四季折々の美し

い景観を呈しています。これらの豊かな自然環境や歴史・文化資源、優れた景観などを単に保

全・継承するだけでなく、まちづくりに積極的に活用していく必要があります。 

⑤ 市民が主役となるまちづくりを進める必要がある 

今後のまちづくりにおいては、これまでの行政主導のまちづくりから転換した市民主役のま

ちづくりをより一層積極的に進めていくことが求められているため、市民があらゆる機会を通

じてまちづくりに取り組むことができる環境や仕組みを整える必要があります。 




